
表紙イラスト：井原千代子

Vol.12

Vol.12Winter 2016

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌

２
０
１
6
年
1
月
発
行　

発
行
：「
人
形
劇
の
ま
ち
飯
田
」運
営
協
議
会

制
作
：
N
P
O
法
人 

い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー 

〒
３
９
５-

０
０
４
４ 

長
野
県
飯
田
市
本
町
１-

２ 

T
E
L
０
５
０-

３
５
８
３-

３
５
９
４ 

F
A
X
０
２
６
５-

５
２-

３
５
９
４ E-m

ail:iida-puppet-c@
m
is.janis.or.jp

　

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
が
丸
顔
に
思
え

る
ほ
ど
に
尖
っ
た
ア
ゴ
と
背
中
に
大
き

な
コ
ブ
を
持
つ
パ
ン
チ
。そ
し
て
そ
の

妻
ジ
ュ
デ
ィ
た
ち
が
登
場
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
片
手
遣
い
人
形
劇
。以
前
に

紹
介
し
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ギ
ニョ

ー
ル
と
同
様
、い
や
そ
れ
以
上
に
イ
ギ

リ
ス
人
に
と
っ
て
は
親
し
み
の
あ
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
。日
本
人
で
獅
子
舞
を
知

ら
な
い
人
は
い
な
い
の
と
同
じ
く
ら
い

に
、パ
ン
チ
を
知
ら
な
い
イ
ギ
リ
ス
人

も
い
な
い
。

　

そ
の
特
徴
的
な
ビ
ー
ビ
ー
声
は
、ス

ワ
ッ
ズ
ル
と
呼
ば
れ
る
口
に
含
ん
だ
笛

の
よ
う
な
も
の
で
出
さ
れ
る
。ス
ワ
ッ

ズ
ル
と
セ
リ
フ
、そ
れ
に
木
で
で
き
た

片
手
遣
い
人
形
を
巧
み
に
一
人
で
操

る
の
がProfessor

と
い
う
パ
ン
チ
の

遣
い
手
た
ち
だ
。

　

さ
て
、こ
の
パ
ン
チ
。極
め
て
ア
ナ
ー

キ
ー
か
つ
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
お
っ
さ
ん

で
、赤
ん
坊
を
放
り
投
げ
、妻
の
ジ
ュデ

ィ
を
棍
棒
で
殴
る
。医
者
、警
官
、ワ
ニ

た
ち
を
も
殴
り
倒
し
、死
刑
執
行
人

を
縛
り
首
に
し
、悪
魔
を
も
や
っつ
け

て
し
ま
う
や
り
た
い
放
題
男
。ロ
ン
ド
ン
の

コ
ヴ
ェン
ト・ガ
ー
デ
ン
で
１
６
６
２
年
５
月

９
日
に
初
め
て
演
じ
ら
れ
と
い
わ
れ
、２

０
１
２
年
に
は
大
々
的
に
３
５
０
周
年
フ

ェス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
た
。

『
パ
ン
チ
＆
ジ
ュ
デ
ィ
』

並木 さんぽ

掲示板 いいだ人形劇センター
からのお知らせ

　台湾の伝統人形劇「布袋戯」の遣い
手チャン・チンホイさんによる講座。平日
は夜、土日は昼に開催します。

D
o
g
u
s
h
i

　創刊から8回にわたり連載を担当いただ
いた宇野小四郎さんの「朧 人形たちのカー
ニバル」に続く新連載が始まりました。全国
から飯田へ訪れる人形劇人の皆さんに
〝人形劇のまち飯田〟へ寄せる思い、飯田で
のエピソードなどをリレー式でつづっていた
だきますのでお楽しみに。
　また、飯田市の特色である小中学校で行
われている子どもたちの人形劇活動を本号
から1年かけて取り上げます。
　次号は4月発行予定です。（帆）

フランスを拠点に世界各国で上演を続けるポリーナ・ボリソヴァさんの
初来日公演が11月に飯田で行われました。一人の老女が紡ぎ出すユ
ニークながら切なくもあるストーリー「Go！」。終演後、ステージに現れたチ
ャーミングな彼女を見て皆びっくり。大好きな和菓子に舌鼓を打ちながら
「飯田はとても素敵な町。また上演したい」とメッセージをくれました。

特集
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（
人
形
芝
居
燕
屋 

く
す
の
き
燕
）

人
形
劇用

語

わ
か
る
！！

わ
か
る
！！

View of IIDAView of IIDA

人
形
劇
の
基
礎
レ
ッ
ス
ン

「
手
遣
い
人
形
劇
」受
講
者
募
集
！

日　程：3月3日（木）～6日（日） 全4回
会　場：飯田文化会館、飯田人形劇場
料　金：大人2,500円、学生1,000円
問合せ：いいだ人形劇センター
　　　☎050-3583-3594

チャン・チンホイさんプロフィール
人形師・京劇俳優

胴串 ─どぐし─

こ
こ
は
ま
る
で
人
形
劇
の
見
世
物
小
屋
！！

「
人
形
劇
の
図
書
館
」

1969年生まれ、福岡出身。
1989年、北京京劇院にて京劇を学ぶ。
2011年、台湾台北に布袋戯修業のため留学。
同年10月、「弘宛然」団長・呉栄昌に弟子入り。
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ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
人
形
劇・ト
ロ
ッ
コ

の
人
気
者「
わ
ん
ぺ
い
」を
演
じ
る
顔

出
し
パ
ネ
ル
と
人
形
芝
居
に
関
わ
り

深
い
え
び
す
さ
ん
の
石
像
が
訪
問
者

を
迎
え
て
く
れ
る
。だ
が
人
形
劇
の
図

書
館
に
一
歩
入
れ
ば
、そ
こ
は
足
の
踏

み
場
も
な
い
程
に
、人
形
劇
の
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
図
書
資
料
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
に
詰
ま
っ
た
、ま
る
で
人
形
劇
の
見

世
物
小
屋
の
よ
う
に
興
味
深
い
場
所

だ
。棚
は
も
ち
ろ
ん
、床
か
ら
天
井
ま

で
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
て
、

こ
こ
に
入
り
き
ら
な
い
も
の
は
倉
庫

に
や
は
り
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。い
っ
た
い
点
数
を
数
え
る
こ
と
な

ど
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。最
少
人
数

で
の
運
営
だ
か
ら
、図
書
の
整
理
が
精

い
っ
ぱ
い
で
、資
料
類
は
収
集
し
て
と

り
あ
え
ず
は
残
す
こ
と
が
目
的
の
よ

う
な
も
の
だ
か
ら「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

も
そ
れ
は
次
の
世
代
の
仕
事
」だ
と
、

潟
見
英
明
館
長
は
い
う
。

　
こ
こ
は
１
９
９
１
年
に
人
形
劇・ト
ロ
ッ
コ
が
創
立
20
年

を
記
念
し
設
立
し
た
、日
本
で
唯
一
の
人
形
劇
の
専
門
図

書
館
。図
書
館
と
は
い
え
、図
書
だ
け
で
な
く
人
形
劇
の

関
連
資
料
の
収
集
も
行
い
、そ
の
数
は
膨
大
で
、公
称
蔵

書
が
１
万
冊
、資
料
は
数
万
点
と
い
わ
れ
る
。

　

２
０
１
３
年
に『
人
形
劇
図
書
資
料
目
録
』（
飯
田
市

人
形
劇
資
料
調
査
活
用
実
行
委
員
会
発
行
）が
、こ
の
人

形
劇
の
図
書
館
の
蔵
書
を
中
心
に
し
て
作
成
さ
れ
、タ

イ
ト
ル
だ
け
で
も
約
１
万
点
が
収
録
さ
れ
た
が
、長
年
か

け
て
収
集
さ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
形
劇
の
資
料
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
未
整
理
で
あ
る
が
、時
に
そ
の
収
蔵

品
か
ら「
人
形
劇
の
図
書
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」と
い
っ
た
も
の
を
全
国
各
地
で
、ま
た
フ

ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
な
ど
海
外
で
も
展
示
を
行

い
、公
開
し
て
き
た
。

　

今
回
、ま
ず
は
ど
ん
な
お
宝
が
眠
っ
て
い
る
の

か
、わ
く
わ
く
し
な
が
ら
滋
賀
県
大
津
市
は
比
叡

山
麓
に
あ
る「
人
形
劇
の
図
書
館
」を
の
ぞ
い
て
み

よ
う
。

　
こ
の「
日
本
一 

活
動
人
形
劇
団 

黒
川
少
女

舞
踊
団
」と
あ
る
手
描
き
ポ
ス
タ
ー
は
、１
９

６
０
年
頃
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、

こ
の
猿
倉
系
人
形
一
座
が
少
女
舞
踊
な
る
も

の
と
組
ん
で
客
を
集
め
て
各
地
の
タ
カ
マ
チ

（
祭
り
や
縁
日
の
場
）で
見
世
物
小
屋
と
し
て

公
演
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、１
９
６
０
年
頃

に
次
の
場
へ
移
動
す
べ
く
荷
物
を
箱
に
詰
め
た
状
態
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
た
中
か
ら
出
て
き
た
も
の
。20
世
紀
の
最

期
に
人
形
劇
の
図
書
館
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
ま
で
40
年

間
、人
形
、か
し
ら
や
垂
れ
幕
、舞
台
一
式
が
奇
跡
の
よ
う

に
眠
っ
て
い
た
。見
世
物
小
屋
独
特
の
小
屋
の
前
に
掛
け

て
客
を
呼
び
寄
せ
る
に
重
要
な「
絵
看
板
」は
、２
７
０×

１
８
０
cm
の
大
き
な
布
絵
で
、人
形
芝
居
の
絵
看
板
の
存

在
は
と
て
も
珍
し
い
。

人
形
芝
居
の

見
世
物
小
屋
が
あ
っ
た

　浮世絵はいわば歌舞伎役者のブロマイドともいえるが、人形芝居は
江戸期には歌舞伎を凌駕する人気があったから、人形芝居のブロマイド
ももちろん存在する。しかし残念ながらスターシステムではない人形遣
いは絵になりにくく、浮世絵の中ではとても少ない。その数少ない人形

芝居を描いた浮世絵や摺物は数
十点が収集されていて人形劇の
図書館コレクション展のなかでも
リクエストが多く、飯田でも２０１５
年10月から11月にかけて川本
喜八郎人形美術館で公開された
ばかりだ。

浮世絵に描かれた人形芝居

人
形
劇
の
見
世
物
小
屋
！！

こ
こ
は
ま
る
で

〝
人
形
劇
の図
書
館
〞

玄関先の石像の
えびすと顔出しパネル

「人形劇の図書館」の内部

黒
川
興
行
一
座
　
手
書
き
ポ
ス
タ
ー

「日吉丸稚桜」吉田三吾 水中早替わり 豊国画「西洋あやつり人形 花やしき」ダーク人形座のチラシ

特
集

絵看板



『日本の人形劇1867─
2007』表紙に人形劇の
図書館蔵の浮世絵が使
われている

「人形座臨時公演」のポ
スター。新興人形劇すなわ
ち現代人形劇のはじまり
はこの劇団から
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　この和本コーナーには浄瑠璃本が丸本（物語の全体が書かれ
た）から稽古本、床本のほか「戯場楽屋図絵」などの和本が数百
冊、さらに桐箱には浮世絵、立版古、番付などの摺物、江戸から明
治の貴重な資料がぎっしり収まり、天井との間には掛軸などがここ
も隙間なくぎっしりと並んでいる。
　浄瑠璃本にはもちろん近松門左衛門作（写真）から、副内鬼外
（平賀源内）の作などのもあり、浄瑠璃本
の山をみればいかに浄瑠璃の浸透があっ
たかが見えてくる。番付などには江戸から
明治の淡路や文楽系のみならず、相撲番
付に見立てた太夫
などの格付け、人
気番付も含まれて
いる。

浄瑠璃丸本・番付・掛軸など

猿倉人形コレクション
人形浄瑠璃の小人形たち

　

人
形
劇
は
国
際
的
な
か
か
わ

り
が
深
く
、上
演
だ
け
で
も
毎

年
少
な
か
ら
ぬ
人
形
劇
団
が
往

来
し
て
い
る
し
、人
形
劇
運
動

と
い
う
視
点
で
は
日
本
も
U
N
I
M
A
創
立（
１
９

２
９
）当
時
か
ら
す
で
に
関
係
を
持
っ
て
い
る
ほ
ど

で
、人
形
劇
の
図
書
館
に
も
世
界
各
国
の
図
書
だ

け
で
も
２
千
冊
以
上
が
棚
に
並
ん
で
い
る
。

　

世
界
の
人
形
劇
ポ
ス
タ
ー
も
数
百
点
の
収
集

が
あ
り
、過
去
に
も
ポ
ス
タ
ー
展
は
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
数
多
く
行
わ
れ

て
き
た
。そ
れ
に
、な
ん
と
あ
の
世
界
最
高
峰
の
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
師
、ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト・ロ
ー
ゼ
ル
作
の
超
貴
重
な
人

形
ま
で
も
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

世
界
の
人
形
劇
資
料
も

　
つ
ま
り
、人
形
劇
、人
形
芝
居
を
題
材
と
し
た
人
形（
ド

ー
ル
）た
ち
。土
人
形
か
ら
人
間
国
宝
の
作
と
な
る
紙
塑

人
形
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
な
ど
も
含
め
て
、そ
の
人
形
劇

の
人
形
で
な
い
人
形
た
ち
は
小
さ
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
か
ら
結

構
大
き
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、館
内
の
棚
の
あ
ち
こ

ち
に
転
が
る
よ
う
に
置
か
れ
た
も
の
あ
り
、ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
に
鎮
座
し
て
い
る
も
の
ま
で
、こ
ん
な
に
も
あ
る
の
か

と
思
わ
せ
て
く
れ
る
。

人
形
劇
の
人
形
で
は
な
い

人
形
劇
の
人
形
？

　

こ
の
図
書
館
の
メ
イ
ン
は
現
代
人
形
劇
だ
か
ら
、過
半

数
の
図
書
資
料
は
現
代
人
形
劇
の
分
野
に
な
る
。と
く
に

図
書
は
そ
の
始
ま
り
の
大
正
時
代
末
か
ら
の
出
版
物
の

多
く
が
並
び
、２
０
１
５
年
に
は
豊
富
な
図
書
資
料
か
ら

「
戦
後
70
年・人
形
劇
は
戦
争
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
」

の
テ
ー
マ
で
京
都
と
飯
田
で
企
画
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
あ
っ
た
。

　

現
代
人
形
劇
の
は
じ
ま
り
は「
新
興
芸
術
」と
い
わ
れ

る
芸
術
運
動
に
関
わ
り
も
あ
り
、そ
の
研
究
者
が
探
し
回

っ
て
も
ま
っ
た
く
発
見
で
き
な
か
っ
た
新
興
人
形
劇
資
料

が
、こ
こ
に
揃
っ
て
い
た
の
に
驚
愕
し
た
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
に
充
実
し
て
い
る
の
だ
。

　

た
だ
現
状
で
は
こ
う
し
た
資
料
の
利
用
は
卒
論
で
人

形
劇
を
と
り
あ
げ
た
学
生
が
主
体
で
、人
形
劇
に
実
際
に

関
わ
る
人
達
が
図
書
資
料
を
求
め
て
来
館
す
る
の
は
少

な
い
と
い
う
。人
形
劇
に
つ
な
が
る
人
達
こ
そ
が
、

こ
の
ま
る
で
見
世
物
小
屋
の
な
か
に
あ
る
よ
う

な
、図
書
資
料
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
よ
う
な
こ
と

が
広
が
れ
ば
、き
っ
と
日
本
の
人
形
劇
は
よ
り
大
き

な
展
開
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
と
期
待
し
た
い
。

現
代
人
形
劇
の
図
書
資
料
は
、

も
ち
ろ
ん
豊
富
だ

　大江巳之助師、天狗久など
の人形かしら、東北の猿倉人
形芝居コレクションの100を
超えるかしらは圧巻で、さら
に人形浄瑠璃の小人形、片手
遣い人形などなど、日本の人
形芝居の豊かな存在を裏付
ける資料も豊富だ。

和本コーナー

※開館は不定期のため事前に確認してご利用ください
　「人形劇の図書館」滋賀県大津市坂本8-22-15 ☎077-578-5455　e-mail:torokko@nifty.com

大
江
巳
之
助
作

三
番
叟
人
形
。

高
さ
60
㎝
の
と
て
も
存
在
感
が
あ
る
小
人
形

戯場楽屋図絵

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト・ロ
ー
ゼ
ル
作

「
黒
い
ベ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
」

「ドレスデンUNIMA大会1984」のポスター

「
フ
ラ
ン
ス
国
立
人
形
劇
高
等
学
院
」

開
設
時
の
ポ
ス
タ
ー

「
村
を
行
く
」と
題
さ
れ
た
三
番
叟
の

女
性
箱
ま
わ
し
を
描
い
た
、紙
塑
人
形

の
人
間
国
宝・秋
山
信
子
作

『やさしい人形劇脚本集』
１９５０年刊のこの脚本集
からあの「なかよし」が生ま
れた

浄
瑠
璃
丸
本・近
松
門
左
衛
門
作「
嫗
山
姥
」

「
猿
倉
人
形 

吉
田
千
代
勝
座
」の
ポ
ス
タ
ー



　飯田市の小中学校では多くの子どもたちが人形劇
活動に取り組んでいます。これは全国的に珍しく、〝人
形劇のまち飯田〟ならではの特色であるといえます。
1979年に始まった「人形劇カーニバル飯田」で人形
劇を観ることに親しんだ子どもたちが、次は演じる側
の体験もしてみようと学校が主体となり始まった活動
が20年以上続いています。それぞれの学校の活動を
取り上げながら、一年を通して人形劇に取り組む子ど
もたちの姿を追います。
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1
JAN

2
FEB

3
MAR

人形劇の基礎レッスン「手遣い人形劇」
3月3日（木）～6日（日）
会場／飯田文化会館、飯田人形劇場
料金／大人2,500円、学生1,000円

人形劇定期公演
3月6日（日） 会場／飯田人形劇場

春の人形劇まつり
3月20日（祝） 会場／川本喜八郎人形美術館
出演／人形劇団ココン

愛知人形劇センター&いいだ人形劇センター共同制作
「人形劇×音楽～若手人形劇家の挑戦」
3月26日（土）・27日（日） 会場／ひまわりホール（名古屋）
愛知と飯田のパフォーマーによるコラボ作品の上演

人形劇定期公演
1月24日（日）11：00 会場／飯田人形劇場
出演／丸山小学校人形劇クラブ「つばさ」、いなご☆チャ
ーハン、人形座「あん」  料金／200円（3歳未満無料）

飯田市公立保育園人形劇研修会発表会
2月13日（土）10：00・13：30
会場／飯田市竜丘公民館  料金／200円（3歳未満無料）

いいだ人形劇まつり りんごっこ劇場vol.12
2月14日（日）10：30開演（14：55終演）
会場／飯田女子短期大学アカシアホール
料金／200円（3歳未満無料）

人形劇定期公演
2月21日（日）  会場／飯田人形劇場

人形劇に取り組む
子どもたち

　
今
年
度
、飯
田
市
の
小
学
校
19
校
の
う
ち
人
形

劇
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
14
校
18
団
体
。そ
の
ほ

と
ん
ど
が
３・４
年
生
の
総
合
学
習
の
時
間
に
行
わ

れ
て
お
り
、複
数
の
学
年
で
取
り
組
む
ク
ラ
ブ
活
動

に
な
っ
て
い
る
の
は
２
団
体
。一
方
、中
学
校
は
９
校

の
う
ち
７
校
が
部
活
動
等
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
新
年
度
の
４
月
に
人
形
劇
に
取

り
か
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
８
月
に
行
わ
れ
る「
い
い

だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
」上
演
に
向
け
て
作
品
選
び
、

人
形
づ
く
り
、練
習
と
駆
け
足
で
す
す
め
ら
れ
ま

す
。３
、４
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
一
つ
の
作
品
を

完
成
さ
せ
る
の
は
な
か
な
か
大
変
。指
導
に
あ
た

る
先
生
の
多
く
が
人
形
劇
は
初
め
て
と
い
う
こ
と

も
。こ
う
し
た
学
校
で
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
る
の
が
飯
田
文
化
会
館
・
人
形
劇
の
ま
ち
づ
く

り
係
で
す
。先
生
を
対
象
に
し
た
人
形
制
作
の
講

習
会
や
情
報
交
換
、脚
本
執
筆
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

さ
ら
に
学
校
へ
の
プ
ロ
の
指
導
者
派
遣
や
人
形
劇

場
で
の
合
同
講
習
会
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
の
人

形
劇
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
が「
人
形
劇

の
相
談
所
」を
開
催
し
て
お
り
、制
作
過
程
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
悩
み
を
解
決
で
き
る
場
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
人
形
劇
活
動
は
８
月
に
行
わ
れ
る
い
い

だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
で
の
上
演
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。フ
ェス
タ
で
の
上
演
は
通
過
点
に
過
ぎ
ず
、反
省

を
い
か
し
て
練
習
を
重
ね
、校
内
の
参
観
日
や
学
芸

会
、地
区
の
文
化
祭
、老
人
福
祉
施
設
等
へ
出
掛
け

る
な
ど
複
数
回
上
演
し
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
の
意

欲
が
高
ま
って
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
区
に
伝
わ
る
昔
話
を
地
元
住
民
が
脚

本
に
し
た
り
、フ
ェ
ス
タ
で
上
演
し
た
後
に
地
元
の

高
齢
者
の
指
導
で
セ
リ
フ
を
方
言
に
直
し
て
上
演

し
た
り
、と
地
域
と
交
流
し
な
が
ら
人
形
劇
活
動

が
学
校
だ
け
で
な
く
外
へ
と
広
が
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地
元
の
伝

統
人
形
芝
居
を
継
承

す
る
中
学
校
の
部
活

動
な
ど
、こ
う
し
た
試

み
が
一
年
を
通
じ
て

人
形
劇
活
動
に
取
り

組
み
、地
域
の
人
に
人

形
劇
を
観
て
も
ら
う

機
会
が
増
え
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

和田小学校4年生　和田っ子ミラクル7「遠山さるかに合戦」
（いいだ人形劇フェスタ2015）。児童の祖父母世代のアマチ
ュア劇団「遠山☆きらり」の皆さんが人形づくり、練習に協力

上久堅小学校3年生　いいだ人形劇フェスタ2015で
「ねずみのすもう」を上演後、地元の高齢者から教えて
もらい、セリフを方言にかえて地区の文化祭で再演

複数の学校が集まり、子どもたちがプロの人形劇団から直接指導を受ける合同講
習会。写真は上郷小学校6年1組　人形劇団はばたき（左）、旭ヶ丘中学校人形劇部。
人形の遣い方、場面転換の方法、セリフの言い方などを教えてもらう

毎年5月から6月に開催される「人形劇の
相談所」。プロの美術家が人形劇のあれ
これを細かく指導。材料も購入できる

川路小学校3年生　わになって3☆
「やさいのおしゃべり」。いいだ人形劇
フェスタ2015で上演後、練習を重ねて
地区内にある老人福祉施設を訪問

千栄小学校はいいだ人形劇フェスタでは上演
せず、毎年11月に行う「親子レク」で保護者や
地域の方々の前で発表することを目標に3・4年
生が取り組んでいる

上郷黒田の伝統人形芝居「黒田人形」
を継承する高陵中学校黒田人形部。い
いだ人形劇フェスタの上演だけでなく黒
田人形保存会の定期公演、伝統人形芝
居の合同発表会など通年上演している

※開催日時など変更になる場合があります。詳細はいいだ人形劇センターTEL.050-3583-3594へお問合せください

イベントスケジュールわくわく

フ
ェ
ス
タ
上
演
に
向
け

短
期
間
で
取
り
組
む

地
域
と
つ
な
が
り
、広
が
る

子
ど
も
た
ち
の
活
動

※写真は2014年、2015年に撮影したものです

シリーズ 

1



　1991年の夏、7月28日～8月25日の間「美博」で開催された特別展の図録で、
伊那谷の人形芝居を学ぶにまずはこれ一冊あればといえる内容で、書かれている項
目も視点がひろく分かりやすい。伊那谷の人形芝居は、誇れる歴史だけでなく、ひと
り遣いから三人遣いまでの様々な人形芝居が存在し、30を超える程の人形座があ
ったというから、現存する人形座も、かしらも少なくない。その意味でも人形芝居の宝
庫である。時にはこうした冊子をひも解き、先人たちが人形芝居を愛でた状況を思い
馳せるのもいいことだといえないだろうか。

突撃！！

人形劇の
ゲ・ン・バ 

　
飯
田
市
座
光
寺
の
竹
田
扇
之
助
記
念
国
際
糸
操
り
人

形
館
で
展
示
の
観
覧
だ
け
で
な
く
、糸
操
り
人
形
の
上

演
と
操
作
体
験
が
で
き
る
と
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
。さ
っ

そ
く〝
ゲ
ン
バ
〞を
お
さ
え
る
べ
く
直
行
し
ま
し
た
！

　

昭
和
30
〜
50
年
代
に
活
躍
し
た「
竹
田
人
形
座
」の
人

形
約
２
６
０
０
体
と
、竹
田
扇
之
助
氏
が
国
内
外
で
収

集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る
竹
田
扇
之
助
記
念

国
際
糸
操
り
人
形
館
。「
竹
田
の
糸
操
り
を
知
っ
て
も
ら

い
、展
示
し
て
い
る
人
形
だ
け
で
な
く
間
近
で
上
演
を
ご

覧
い
た
だ
き
、関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
昨
年
４
月

か
ら
上
演
と
操
作
体
験
を
始
め
ま
し
た
」と
同
人
形
館

ス
タ
ッ
フ
。

　

上
演
す
る
の
は
竹
田
人
形
座
の
糸
操
り
を
学
ぶ
竹
田

人
形
座
竹
の
子
会
の
皆
さ
ん
。上
演
が
始
ま
る
と
、手
を

伸
ば
せ
ば
届
き
そ
う
な
く
ら
い
間
近
で
の
人
形
の
動
き
、

さ
ら
に
十
数
本
の
糸
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
繊
細
な

動
き
に
お
客
さ
ん
の
目
は
釘
づ
け
。上
演
後
は
お
客
さ

ん
が
演
じ
て
み
る
体
験
も
。操
作
方
法
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
最
初
は
恐
る
恐
る
人
形
を
動
か
す
も
の
の
、次

第
に
大
胆
な
動
き
に
。こ
の
日
訪
れ
た
飯
田
市
の
女
性
は

「
何
回
か
来
て
い
る
け
れ
ど
上
演
と
体
験
は
初
め
て
。知

り
合
い
に
も
す
す
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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Library Cafe

 （人形劇の図書館館長・潟見英明） 飯田市美術博物館 1991年

『伊那谷の人形芝居』

糸
操
り
人
形
の
細
や
か
な
動
き
を
体
験

竹田人形座の糸操りを学ぶ「竹田人形座竹の子会」の皆さんが上演と体験を
行っています

お客さんの目の前で上演されるのは
「三番叟」「都獅子」など約15分

次
号
は
香
川
県
の
人
形
劇
場
た
け
の
こ

池
原
由
起
夫
さ
ん
で
す

手取り足取り操作方法を教えてくれま
す。「貴重な体験ができた」とお客さんか
らの評判も上々です

竹田人形座竹の子会のメンバー水上隆
さん（右）、三石暁子さんが主に上演と体
験を担当しています

竹田扇之助記念
国際糸操り人形館
☎0265-23-4222
●入館料
大人400円・小中高生200円
●休館日
月曜・祝日の翌日

糸操り人形

毎週土曜日11時～15時。
これ以外の時間で希望される
方は要相談。

　
「D

ogushi

」新
年
度
企
画
の
第
１
番

目
を
仰
せ
つ
か
り
光
栄
で
す
。と
い
う
事

は
も
う
そ
れ
な
り
の
歳
を
重
ね
て
い
る

と
い
う
こ
と
。そ
れ
も
そ
の
は
ず
、飯
田
へ

は「
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
」の
６
回
目
頃
か

ら
毎
年
参
加
し
て
い
る
。そ
の
頃
は
ま
だ

冷
房
施
設
の
な
い
会
場
が
多
く
、茹
だ

る
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
上
演
し
、お
客

さ
ん
も
汗
を
拭
き
拭
き
人
形
劇
を
観
て

い
た
。夜
は
夜
で
公
民
館
に
雑
魚
寝
を

し
て
遅
く
ま
で
人
形
劇
談
義
を
し
て
い

た
。全
国
の
人
形
劇
人
が
集
い
、情
報
交

換
を
し
、刺
激
し
あ
っ
た
。「
飯
田
」の
お

か
げ
で
日
本
の
人
形
劇
が
飛
躍
的
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
と
思
う
。

　

今
か
ら
30
年
位
前
の
事
、飯
田
の
公

民
館
の
宿
で
、西
畑
人
形「
た
け
の
こ
」の

池
原
さ
ん
と
出
会
っ
た
。師
と
仰
ぐ
竹

田
人
形
座
の
竹
田
喜
之
助
さ
ん
が
亡
く

な
っ
て
数
年
、私
の
住
ん
で
い
た
尼
崎
市

で「
偲
ぶ
会
」を
し
て
い
た
の
だ
が
、そ
の

時
池
原
さ
ん
か
ら「
そ
れ
は
、喜
之
助
さ

ん
の
故
郷
で
フェス
テ
ィ
バ
ル
を
す
る
べ
き

だ
」と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。そ
の
事

が
き
っ
か
け
で
岡
山
県
瀬
戸
内
市
の「
喜

之
助
フェス
テ
ィ
バ
ル
」が
誕
生
し
た
の
だ

っ
た
。全
て
は
暑
い
、熱
い
飯
田
の
カ
ー
ニ

バ
ル
か
ら
始
ま
っ
た
、と
い
う
お
話
。

新
連
載
す
べ
て
の
道
は

飯
田
へ
通
ず

きっかけは飯田から
糸あやつり人形劇団みのむし

いいだ人形劇フェスタ2011「KANSAI+
α・ナイト・フィーバー」。会場のセントラ
ルパークは関西を拠点にする人形劇
団が続々登場し、熱気につつまれた

ワークショップ
上演・体験

問合せ

飯室康一

す
べ
て
の
道
は

飯
田
へ
通
ず



　

週
１
回
、放
課
後
に
行
わ
れ
る
ク
ラ
ブ
活
動
は

発
声
練
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
。現
在
は
２
月
14
日
に

行
わ
れ
る「
い
い
だ
人
形
劇
ま
つ
り 

り
ん
ごっこ
劇

場
」で
の
上
演
に
向
け
た
稽
古
の
真
っ
最
中
で
す
。

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェス
タ
終
了
後
、２
年
生
が
４
人

入
部
し
て
部
員
は
８
人
に
。「
安
心
し
て
卒
業
で
き

ま
す
。人
形
劇
ク
ラ
ブ
は
昭
和
38
年
創
部
な
の
で

50
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
ん
で
す
。私
た
ち
も
次

の
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
笑

顔
で
話
す
部
長
の
木
戸
菜
摘
さ
ん
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
は
部
員
の
人
数
に
あ
わ
せ
て

上
演
す
る
作
品
を
選
ん
で
い
た
そ
う
で
す
が
、「
部

員
が
増
え
た
こ
と
で
上
演
し
た
い
作
品
を
選
べ
る

し
、内
容
も
ぐ
っ
と
幅
の
あ
る
も
の
に
で
き
る
と
思

う
」と
３
年
生
の
渡
邊
日
和
さ
ん
は
声
を
弾
ま
せ

ま
す
。そ
ん
な
２
人
の
先
輩
の
話
に
じ
っ
と
耳
を
傾

け
る
２
年
生
た
ち
は「
こ
れ
か
ら
も
人
形
劇
ク
ラ

ブ
が
続
い
て
い
く
よ
う
に
私
た
ち
が
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
た
い
」と
、引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
真
剣

に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

飯
田
女
子
高
等
学
校 

人
形
劇
ク
ラ
ブ

11 10

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌●Dogushi Vol.12

や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

りんごっこ劇場で上演する「ウサギとカメ」。3年生の木戸さん、
渡邊さんが練習する様子を真剣に見つめる2年生。人形の位
置、動かし方、間の取り方など先輩が丁寧に指導しています

折山侑加さん、山本新奈さん、田中ありささん、島岡小春さん、
渡邊日和さん、龍口美緒さん、大島杏さん、木戸菜摘さん（写真左上から時計回り）

※「日本ウニマ」「全国専門人形劇団協議会」「日本人形劇人協会」が持ち回りで各団体の活動の様子、国内外の旬の話題をお届けします

　

飯
田
市
立
丸
山
小
学
校
３
年
生
は
総
合
学

習
の
時
間
に
郷
土
の
歴
史
や
文
化
、伝
統
を
学

ぶ
授
業
を
行
って
い
ま
す
。平
成
27
年
度
は
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、地
域
の
代
表
的
な
産

業「
水
引
」、伝
統
食「
五
平
も
ち
」、伝
統
芸

能「
獅
子
舞
」に
つい
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
今
年
３
月
は
７
年
に
一
度
の
お
練

り
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
と
あ
っ
て
27
人
の
児

童
が「
獅
子
舞
」を
選
択
。東
野
大
獅
子
保
存

会
の
皆
さ
ん
か
ら
歴
史
や
特
徴
な
ど
を
学
び
、

自
分
た
ち
も
獅
子
頭
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
つ
く
り
や
す
く
、操
演
も
し
や
す

い
よ
う
に
と
、獅
子
を
舞
う
男 

後
藤
渉
さ
ん
が
講

師
と
な
り
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
つ
く
る
こ
と
に
。獅
子
頭

が
重
量
30
キ
ロ
も
あ
る
東
野
大
獅
子
風
に
し
た
い

と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
、一
人
で
は
抱

え
る
の
が
や
っ
と
な
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
を
使
用
。

東
野
大
獅
子
の
写
真
を
じ
っ
く
り
見
な
が
ら
太
い

眉
、大
き
な
鼻
を
付
け
て
い
き
ま
す
。「
東
野
大
獅

子
は
ね
、口
が
開
か
な
い
ん
だ
よ
」と
学
習
し
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
男
子
児
童
た
ち
。２
時
間
以
上

か
け
て
よ
う
や
く
完
成
し
た
獅
子
頭
を
使
い
、お
練

り
ま
つ
り
よ
り
一
足
早
い
２
月
に
獅
子
舞
の
発
表
を

行
い
ま
す
。

「
郷
土
の
文
化
を
知
る
」の
巻

い
い
だ
再
発
見

東
野
大
獅
子
サ
イ
ズ
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
頭
を
つ
く

る
。赤
の
絵
の
具
で
全
体
を

塗
る
の
も
大
仕
事
で
す

写
真
を
よ
く
見
て
目
や
鼻

を
配
置
し
ま
す

「
デ
ビ
ュ
ー
戦
」

　

最
初
に
N
H
K
の
ス
タ
ジ
オ
に
入
っ
た
時
は
、

照
明
の
多
さ
と
、セ
ッ
ト
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
い
た

も
の
で
し
た
。ま
だ
テ
レ
ビ
が
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
に
な

る
前
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
だ
っ
た
時
代
、こ
ど
も
に
ん
ぎ

ょ
う
劇
場『
チ
ワ
ン
の
錦
』と
い
う
作
品
に
参
加
し

た
の
が
最
初
で
し
た
。何
重
に
も
重
な
っ
た
広
い
セ

ッ
ト
の
ま
ん
中
に
四
阿（
あ
ず
ま
や
）が
あ
り
、瀬
戸

物
か
と
見
ま
ち
が

え
る
出
来
の
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
に
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

陶
器
の
イ
ス
、本

物
の
植
木
や
本
物

と
見
ま
ち
が
う
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
岩

な
ど
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
撮
影
が
始
ま
る
と
、「
次

の
シ
ー
ン
は
こ
っ
ち
か
ら
切
り
返
し
、つ
な
が
り
が

あ
る
か
ら
ま
だ
小
道
具
は
そ
の
ま
ま
で
！
」等
々
、

ま
る
で
暗
号
の
よ
う
な
言
葉
が
飛
び
交
い
、40
歳

の
新
人（
映
像
人
形
劇
で
は
40
歳
位
は
新
人
な

の
で
す
）は
、戸
惑
い
な
が
ら
も
、モ
ニ
タ
ー
の
移

動
、小
道
具
の
整
理
な
ど
を
手
伝
う
。唯
一
の
出

番
で
あ
る
龍
の
シ
ッ
ポ
役
を
ベ
テ
ラ
ン
の
お
か
の

さ
ん
、大
江
さ
ん
、高
橋
さ
ん
な
ど
と
動
か
し
、龍

が
四
阿
に
巻
き
つ
き
主
人
公
を
食
べ
よ
う
と
す
る

と
、投
げ
つ
け
ら
れ
た
陶
製
の
椅
子
が
口
に
は
さ

ま
り
逃
げ
て
ゆ
く
と
い
う
シ
ー
ン
を
無
我
夢
中
で

撮
り
終
え
、私
の
N
H
K
の
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
終
わ

り
ま
し
た
。

　

数
日
後
、お
か
の
さ
ん
が
、知
り
合
い
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
が
観
て
い
て
、「
龍
が
、ち
ゃ
ん
と
シ
ッ
ポ
ま

で
生
き
て
て
良
か
っ
た
ヨ
」と
言
っ
て
い
た
と
知
ら

せ
て
く
れ
ま
し

た
。
見
て
い
る

人
は
観
て
い
る

と
い
う
こ
と
を

知
ら
さ
れ
た
、

嬉
し
い
よ
う
な

怖
い
よ
う
な

N
H
K
の
デ
ビ

ュ
ー
戦
で
し
た
。

映像と人形・
人形劇
日本人形劇人協会

劇人協会通信

理事 安藤ばく

日本人形劇人協会
舞台や映像番組で活躍している実演家
と人形劇に係わる仕事を職業とする専門
人形劇人の組織。人形劇人相互の親睦
交流、活動条件の改善と社会的芸術的
地位の向上をはかることを目的に1967
年に設立されました。

その４

完成した獅子頭を並べて講師の後藤渉さんと記念撮影

映像の世界で人形操作を担当する筆者

1989・98年に放送された『チワンの錦』


